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（５）実験を行う。 この実験では、上の図のように、それぞれの力が
①パイプをレールにのせて、転がり方を確かめ はらきます。よって、アルミニウムのパイプは、力
る。 がはたらく方向すなわち右に向かって動くことにな

②導線をつなぎかえて、＋と－を逆にして転が ります。（この実験では磁石は N 極を上にしてあり
り方を確かめる。 ます）

③下の図のように、アルミニウムはくを自由な 今回の実験では、安価に出来るようにレールとパ
大きさに切って、レールに接触させ、スムー イプにはアルミニウムはくを使用しました。アルミ
ズにレールの上をすべっていくモデルを作 ニウムはくは、パイプをつくるときにしわができて
る。アルミニウムはくの大きさ、形などは自 しまったりするので、動きはあまりよくありません
分で考えていろいろためさせる。上手くアル が、それでも十分実験としては成功します。
ミニウムはくがレールの上を動いたら、リニ より動きを良くしたい場合は、レールやパイプに
アモーターカーの絵などをアルミニウムはく アルミパイプを使用すると問題は解決します。その
に書かせる。 他の方法としては、アルミテープをストローなどに

巻きつけてレールやパイプをつくると、アルミニウ
ムはくよりもしわが出来にくく動きも良くなりま
す。
レールやパイプにアルミニウムより抵抗の小さい

銅線などを使用するとパイプの動きも速くなり迫力
がでますが、その分、発熱も大きくなるので注意が
必要です。
理科室などで行う場合は、手回し発電機を使い回転
を逆にすることで、簡単に＋と－を切りかえること
ができるので、パイプの転がり方の違いが確認でき
ます。

４ 資料
この実験の原理は、図のようなフレミングの左 ５ 参考文献

手の法則の原理を利用しています。このリニアモ 新しい科学2年（東京書籍）
ーターでは、アルミパイプに流れた電流のために、
パイプの周りに磁界を生じ、下の磁石との間で力
が働き、パイプが転がりがら進むことになります。
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